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＊当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
 

商 品 分 類 単位型投信／海外／その他資産 
（バンクローン） 

信 託 期 間 2015年8月14日から2018年8月31日まで

運 用 方 針 

・「パインブリッジ・シニア・セキュアード・
ローン・サブ・トラスト1」（円建て）に
95％程度、「短期債マザーファンド」受益
証券に5％程度投資を行うことを基本と
しますが、収益性、流動性ならびに
当ファンドの資金動向等を勘案のうえ
決定します。 

・「パインブリッジ・シニア・セキュアード・
ローン・サブ・トラスト1」（円建て）へ
の投資を通じて、主として米国企業向け
バンクローン（貸付債権）に投資を行い、
安定的なインカムゲインの確保と信託
財産の成長を目指します。 

・「短期債マザーファンド」受益証券への
投資を通じて、国内外の公社債に投資を
行い、信託財産の安定的な成長を目指し
ます。 

主 
要 
運 
用 
対 
象 

パインブリッジ・ 
バンクローン・ 
ファンド 2015-08 

「パインブリッジ・シニア・セキュアード・
ローン・サブ・トラスト1」を主要投資対象
とします。

パインブリッジ・シニア・ 
セキュアード・ローン・ 
サ ブ ・ ト ラ ス ト 1 

米国企業向けバンクローンを主要投資対象
とします。 

短期債マザーファンド 
受 益 証 券 

内外の公社債、内外のコマーシャル・ペー
パーおよび外国法人が発行する譲渡性預金
証書を主要投資対象とします。 

組 
 
 
入 
 
 
制 
 
 
限 

パインブリッジ・ 
バンクローン・ 
ファンド 2015-08 

・投資信託証券への投資割合には、制限を
設けません。 

・株式への直接投資は行いません。

パインブリッジ・シニア・ 
セキュアード・ローン・ 
サ ブ ・ ト ラ ス ト 1 

・主として米国の投資適格未満（BBB格
未満）の企業向け担保付バンクローンに
投資を行います。 

・実質組入れの外貨建て資産については、
為替変動リスクを回避するため、原則と
して為替ヘッジを行います。 

短期債マザーファンド 
受 益 証 券 

・株式への投資は行いません。 
・外貨建て資産への投資割合は、信託財産
の純資産総額の50％以下とします。

収 益 分 配 

毎年3、6、9、12月の各10日（休業日の
場合は翌営業日）に決算を行い、収益分配
方針に基づいて分配を行います。ただし、
分配対象額が少額の場合には、分配を行わ
ないことがあります。 

 

 

運用報告書(全体版) 
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バンクローン・ファンド 
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＜愛称：アメリカン・スカイ 15-08＞

 

 受益者のみなさまへ  

  

 

 平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼
申し上げます。 
 「パインブリッジ・バンクローン・
ファンド 2015-08」は、2018年8月
31日をもちまして償還いたしましたの
で、運用状況および償還内容をご報告申
し上げます。 
 長い間ご愛顧を賜り、厚く御礼申し上
げます。 

パインブリッジ・インベストメンツ株式会社
〒100-6813 東京都千代田区大手町一丁目３番１号 ＪＡビル
 
お問い合わせ先・・・投資信託担当 
 電話番号／03-5208-5858 
 （受付時間／9：00～17：00（土､日､祝休日を除く））
 ホームページ／https://www.pinebridge.co.jp/
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－ 1 － 

◆設定以来の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 

受益者
利回り

債  券 
組入比率 

投資信託証券 
組 入 比率 

元  本
残存率(分配落) 

 
税 込
分配金

期 中
騰落額

期 中
騰落率

第
１
作
成
期

(設 定 日) 円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％

2015年8月14日 10,000 － － － － － － 100.0

第 1期(2015年12月10日) 9,575 45 △380 △3.8 △11.7 0.1 98.9 99.3
第
２
作
成
期

第 2期(2016年 3月10日) 9,343 45 △187 △2.0 △9.9 0.1 99.6 78.1

第 3期(2016年 6月10日) 9,713 45 415 4.4 △1.8 0.1 98.9 74.5
第
３
作
成
期

第 4期(2016年 9月12日) 9,843 10 140 1.4 △0.1 0.1 99.0 71.7

第 5期(2016年12月12日) 9,944 10 111 1.1 0.7 0.1 98.8 55.6
第
４
作
成
期

第 6期(2017年 3月10日) 10,041 10 107 1.1 1.3 0.1 98.6 54.2

第 7期(2017年 6月12日) 10,050 10 19 0.2 1.2 0.1 98.8 52.3
第
５
作
成
期

第 8期(2017年 9月11日) 10,049 10 9 0.1 1.1 0.1 98.0 46.6

第 9期(2017年12月11日) 10,075 10 36 0.4 1.2 0.1 98.7 43.4
第
６
作
成
期

第10期(2018年 3月12日) 10,075 10 10 0.1 1.1 0.1 99.0 39.3

第11期(2018年 6月11日) 10,023 10 △42 △0.4 0.8 0.1 98.7 38.1
第
７
作
成
期

(償 還 日) (償還価額)   

第12期(2018年 8月31日) 9,974.01 △48.99 △0.5 0.6 － － 36.9
(注1) 設定日の基準価額は当初設定の投資元本です。 
(注2) 基準価額の騰落額および騰落率は分配金込み。 
(注3) 受益者利回りは分配金込み基準価額の当初元本に対する年率換算利回りです。 
(注4) 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
(注5) 当ファンドは適切に比較できる指数がないため、ベンチマーク等はありません。 



 

 

 

品    名：af234_全体_01_380103_アメリカン・スカイ 15-08【償還】.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム Pd2-user 

プリント日時：2018/10/15 9:57:00 

 

－ 2 － 

◆当作成期中の基準価額と市況等の推移 
 

決算期 年  月  日 
基 準 価 額 債  券 

組入比率 
投資信託証券
組 入 比 率 騰落率 

第12期 

(期 首) 円 ％ ％ ％

2018年6月11日 10,023 － 0.1 98.7

6月末 9,976 △0.5 0.1 98.0

7月末 10,005 △0.2 0.1 99.3

(償 還 日) (償還価額)  

2018年8月31日 9,974.01 △0.5 － －
(注1) 騰落率は期首比です。 
(注2) 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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設定以来の投資環境 (2015年8月14日～2018年8月31日)
 
第1作成期 (2015年8月14日～2015年12月10日) 
＜バンクローン市場＞ 
バンクローン市場は、中国経済の成長鈍化懸念、原油価格の下落、FRB（米連邦準備制度
理事会）による利上げ時期の不透明感の高まりなどを受けて投資家心理が悪化したことから、
軟調な展開となりました。個人投資家からの資金流出が続き、年後半にかけてはバンクローンを
担保資産とするCLO（ローン担保証券）の新規発行が減少したこともバンクローン市場の下押し
圧力となりました。 
＜ハイイールド債券市場＞ 
ハイイールド債券市場も、世界的なリスク回避の動きを受けて下落しました。10月には中国に
おける政策金利と預金準備率の引き下げ、欧州や日本における追加金融緩和見通しなど、世界的な
金融緩和策の拡大期待などから投資家心理が改善し上昇を見せましたが、11月以降作成期末に
かけてはFRBによる年内利上げ観測の強まりや原油安を受けて再び下落に転じました。 
＜国内短期債券市場＞ 
短期国債3ヵ月金利は、日銀の買い入れ及び内外投資家の需要に支えられて、安定的に推移
しました。基本的にはマイナス金利、もしくはゼロ金利近辺で推移する状況が継続しました。 
   
第2作成期 (2015年12月11日～2016年6月10日) 
＜バンクローン市場＞ 
バンクローン市場は、作成期首から2月下旬にかけては、世界経済の先行き不透明感の高まりや
原油安の進行などを背景に投資家心理が悪化する中、下落しました。バンクローンを担保資産
とするCLOの発行が手控えられたことなどから需要が限定的であったこともバンクローン市場の
下押し圧力となりました。しかし、その後は原油価格の回復や世界経済に対する過度な懸念の
後退により投資家心理が好転したことから、バンクローン市場は上昇に転じました。バンクローン
の新規発行が低水準な一方でCLOの発行が高水準なものとなるなど需給環境が改善したことにも
下支えされ、作成期末にかけて堅調に推移しました。 
＜ハイイールド債券市場＞ 
ハイイールド債券市場は、作成期首から2月中旬にかけては、世界経済の先行き不透明感の
高まりや原油安の進行、米国の利上げへの警戒感などを背景に投資家のリスク回避的な動きが
強まったことから信用スプレッド（国債への上乗せ金利）が大幅に拡大し、調整局面となりました。
しかし、その後は原油価格の持ち直し、米国の利上げペースの減速観測などを背景に安心感が
広まったことから上昇に転じ、作成期末にかけて堅調に推移しました。 
＜国内短期債券市場＞ 
短期国債3ヵ月金利は日銀の積極的な金融緩和および海外投資家の買いに支えられて、金利は
低下基調で推移しました。今年1月の日銀のマイナス金利政策導入の決定後はさらにマイナス幅を
広げており、6月に入り、マイナス0.26％近辺で推移しています。 
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第3作成期 (2016年6月11日～2016年12月12日) 
＜バンクローン市場＞ 
バンクローン市場は、6月のBREXIT（英国のEU（欧州連合）からの離脱）や11月の米国大統領
選挙の結果を受けて投資家心理が悪化した局面では弱含みましたが、バンクローンを担保資産
とするCLOの発行が低水準であった年初から増加に転ずるなど需給環境の改善が続く中、底堅い
展開となりました。また、米国の利上げ観測が強まる中、金利上昇局面に相対的に有利とされる
バンクローン市場にリテールファンドからの資金流入が増加したことも市場の下支え要因となり
ました。 
＜ハイイールド債券市場＞ 
ハイイールド債券市場は上昇しました。BREXITを受けて投資家のリスク回避の動きが強まった
ものの、原油価格の上昇などを背景に信用スプレッドが縮小し、堅調に推移しました。11月の
米国大統領選挙後は米国金利の急上昇を受けて下落したものの、次期政権の景気対策への期待
から投資家心理が改善する中、信用スプレッドがさらに縮小したことから上昇に転じ、底堅い
展開となりました。 
＜国内短期債券市場＞ 
短期国債3ヵ月物は日銀の積極的な金融緩和及び海外投資家の買いに支えられて、金利はマイナス
圏で推移しました。今年6月にマイナス0.2％台で推移した後、9月末にかけてはマイナス0.35％
近辺まで低下しました。その後はマイナス金利の深堀りが見送られたこともあり、マイナス
0.2％台後半に上昇する局面もありましたが、12月には再び金利が低下、マイナス0.40％近辺で
推移しています。 
   
第4作成期 (2016年12月13日～2017年6月12日) 
＜バンクローン市場＞ 
バンクローン市場は、投資家心理の改善や良好な需給環境の継続を背景に上昇基調を辿りました。
米国新政権による政策の先行き不透明感の広まりなどの懸念材料はあったものの、堅調な企業
業績などを背景に投資家心理は改善傾向が続きました。需給環境については、FRBによる金融
政策が正常化に向かう中、金利上昇局面に相対的に有利とされるバンクローンへの投資家からの
需要が高まりました。こうした中、バンクローンを担保資産とするCLOの発行が増加し、リテール
ファンドからバンクローン市場への資金流入が増加しました。 
＜ハイイールド債券市場＞ 
ハイイールド債券市場は上昇しました。米国新政権の政策運営に対する不透明感の高まりや欧州
の政治リスクへの警戒などから信用スプレッドが一時的に拡大する局面もありましたが、良好な
企業決算や世界的な株高などを背景に投資家のリスク選好が高まる中、作成期を通じて見ると、
信用スプレッドは縮小しました。米国債利回りは、FRBによる12月と3月の利上げを受けて短い
年限の利回りは上昇しましたが、インフレ期待の低下を背景に中長期債の利回りは低下基調で
推移しました。 
＜国内短期債券市場＞ 
短期国債3ヵ月は日銀の買い入れ減額及び海外投資家の買い需要の減少もあり、マイナス幅は縮小
したものの引き続きマイナス圏で推移しました。2016年12月にマイナス0.4％まで低下した3か月
金利は、2017年に入ると、需給の緩和から4月にはマイナス0.1％近辺まで金利が上昇しました。
その後も6月にかけて市場はやや落ち着きを取り戻し、引き続きマイナス0.1％近辺で推移しました。 
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第5作成期 (2017年6月13日～2017年12月11日) 
＜バンクローン市場＞ 
バンクローン市場は、堅調な企業業績や良好な需給環境の継続を背景に上昇基調を辿りました。
米国税制改革法案に対する不透明感の広まりなどの懸念材料はあったものの、堅調な企業業績
などを背景に投資家心理は改善傾向が続きました。需給環境については、FRBによる金融政策が
正常化に向かう中、金利上昇局面に相対的に有利とされるバンクローンへの投資家からの需要が
高まりました。こうした中、バンクローンを担保資産とするCLOの発行が増加し、リテールファンド
からバンクローン市場への資金流入が増加しました。 
＜ハイイールド債券市場＞ 
ハイイールド債券市場は、リスク回避的な動きから一時的に軟調となる場面もありましたが、
作成期を通じて見ると上昇しました。8月には、北朝鮮と米国との軍事衝突に対する警戒感の
高まりを背景に軟調となったことや、11月には、米国税制改革法案の先送りなどを背景にリスク
回避的な動きから軟調となる局面もありましたが、良好な企業決算や世界的な株高などに下支え
られ、概ね上昇基調となりました。米国債利回りは、FRBによる利上げを受けて短い年限の
利回りの上昇が顕著となりました。 
＜国内短期債券市場＞ 
短期国債3ヵ月金利は日銀の買い入れ減額の影響もあり、マイナス幅を縮小する局面もあったものの、
海外投資家からの買いが支えとなり、引き続きマイナス圏で推移しました。6月にマイナス0.1％
近辺でスタートした後、9月末には期末要因もありマイナス0.2％まで下げる局面もありました。
その後は、日銀の買い入れ減額の影響もあり金利は下げ止まり、12月は再びマイナス0.1％近辺で
推移しています。 
   
第6作成期 (2017年12月12日～2018年6月11日) 
＜バンクローン市場＞ 
バンクローン市場は、米国での税制改革法案の成立や、堅調な企業業績、良好な需給環境の継続等
を背景に上昇基調を辿りました。しかし2月上旬には米国の雇用統計が良好な内容となったことに
伴う長期金利の一段の上昇が嫌気され、米国株式市場が大幅下落したことを背景とした投資家
心理の悪化等による市場の混乱から軟調な展開となりました。その後は金利上昇局面に相対的に
有利とされるバンクローンへの投資家からの需要により下落幅を縮小させました。 
＜ハイイールド債券市場＞ 
ハイイールド債券市場は、1月中旬までは堅調な企業業績や良好な需給環境の継続を背景に上昇
基調を辿りました。しかし、1月下旬以降は、株式市場の急落や米国10年国債利回りが2014年
1月以来の高水準となる中、ハイイールド債券市場も投資信託やETF（上場投資信託）からの
資金流出が重なり下落しました。その後は堅調さが示された企業業績や市場の安定化等に伴い
反発し下落幅を縮小させました。 
＜国内短期債券市場＞ 
短期国債3ヵ月金利は日銀の買い入れ減額の影響があったものの、海外投資家からの買いが支えと
なったこともあり、マイナス圏で推移しました。12月にマイナス0.10％近辺でスタートした後、
3月にかけて期末要因もありマイナス0.20％を下回る水準まで低下する局面もありました。
その後は、金利は下げ止まり、6月は再びマイナス0.10％台前半で推移しました。 
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第7作成期 (2018年6月12日～2018年8月31日) 
＜バンクローン市場＞ 
バンクローン市場は、トランプ政権の保護主義的な通商政策への警戒感に伴う市場のリスク回避的
な動きが強まったことや、M&A（企業の合併、買収）関連のローン発行が活発となり供給量が
需要を上回る場面が見られたことがバンクローン価格の下押し圧力となりましたが、その後は米国
長期金利の低下や良好な企業業績による市場のリスク回避的な動きの後退などを受け、底堅く推移
しました。 
＜ハイイールド債券市場＞ 
ハイイールド債券市場は、トランプ政権の保護主義的な通商政策を受け米国と主要国との間で
貿易摩擦の激化観測が高まったことや南欧の政治リスクの高まりなどから市場のリスク回避姿勢が
強まり、信用スプレッドが拡大傾向となったことなどから軟調な展開が見られましたが、作成
期末にかけては原油価格の上昇一服に伴うインフレ圧力の弱まりや好決算発表を受けた株式上昇に
伴うリスク選好の動きの中、下落幅は縮小しました。 
＜国内短期債券市場＞ 
短期国債3ヵ月金利は日銀の金融政策に若干の変更はあったものの、大きな動きはなく引き続き
マイナス圏で推移しました。6月にマイナス0.12％近辺でスタートした後、8月にかけては緩やかに
金利は低下して、マイナス0.15％近辺で推移しました。 
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設定以来の運用経過 (2015年8月14日～2018年8月31日)

 

基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
(注1) 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものです。 
(注2) 当ファンドは単位型投信ですので実際には分配金を再投資することはできません。また、課税条件等を考慮しておりませんので、

お客様の損益の状況を示すものではありません。 
 

基準価額の主な変動要因  

 
第1作成期 (2015年8月14日～2015年12月10日) 
当ファンドの主な投資対象であるパインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1
（ケイマン籍／円建て外国投資信託）の基準価額が下落したことが、当ファンドの基準価額の主な
下落要因となりました。 

 
●分配金の状況 
当作成期の収益分配金につきましては、基準価額水準と市況動向を勘案して第1期45円（元本1万口
当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益につきましては、信託
財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第2作成期 (2015年12月11日～2016年6月10日) 
当ファンドの主な投資対象であるパインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1
（ケイマン籍／円建て外国投資信託）の基準価額が上昇したことが、当ファンドの基準価額の主な
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上昇要因となりました。 
 
●分配金の状況 
当作成期の収益分配金につきましては、基準価額水準と市況動向を勘案して第2期、第3期それぞれ
45円（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益に
つきましては、信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第3作成期 (2016年6月11日～2016年12月12日) 
当ファンドの主な投資対象であるパインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1
（ケイマン籍／円建て外国投資信託）の基準価額が上昇したことが、当ファンドの基準価額の主な
上昇要因となりました。 

 
●分配金の状況 
当作成期の収益分配金につきましては、基準価額水準と市況動向を勘案して第4期、第5期それぞれ
10円（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益に
つきましては、信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第4作成期 (2016年12月13日～2017年6月12日) 
当ファンドの主な投資対象であるパインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1
（ケイマン籍／円建て外国投資信託）の基準価額が上昇したことが、当ファンドの基準価額の主な
上昇要因となりました。 

 
●分配金の状況 
当作成期の収益分配金につきましては、基準価額水準と市況動向を勘案して第6期、第7期それぞれ
10円（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益に
つきましては、信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第5作成期 (2017年6月13日～2017年12月11日) 
当ファンドの主な投資対象であるパインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1
（ケイマン籍／円建て外国投資信託）の基準価額が上昇したことが、当ファンドの基準価額の主な
上昇要因となりました。 
 
●分配金の状況 
当作成期の収益分配金につきましては、基準価額水準と市況動向を勘案して第8期、第9期それぞれ
10円（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった収益に
つきましては、信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第6作成期 (2017年12月12日～2018年6月11日) 
当ファンドの主な投資対象であるパインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1
（ケイマン籍／円建て外国投資信託）の基準価額が下落したことが、当ファンドの基準価額の下落
要因となりました。 
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●分配金の状況 
当作成期の収益分配金につきましては、基準価額水準と市況動向を勘案して第10期、第11期
それぞれ10円（元本1万口当たり課税前）とさせていただきました。なお、分配に充てなかった
収益につきましては、信託財産中に留保し、元本部分と同一の運用を行うことといたします。 
   
第7作成期 (2018年6月12日～2018年8月31日) 
当ファンドの主な投資対象であるパインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1
（ケイマン籍／円建て外国投資信託）の基準価額が下落したことが、当ファンドの基準価額の下落
要因となりました。 
 
●運用経過 
当ファンドの運用方針に基づき運用を行いました。2018年8月31日の当ファンドの償還に向けて
ポートフォリオの現金化を図りました。 
   
受益者のみなさまには、長い間ご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
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◆1万口(元本10,000円)当たりの費用明細 (2018年6月12日～2018年8月31日) 
 

項  目 
第12期 

(2018.6.12～2018.8.31) 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

信託報酬 22円 0.223％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
   期中の平均基準価額は9,990円です。
 (投信会社) （5） （0.048） 委託した資金の運用、交付運用報告書等の作成、ファンドの監査等の対価 
 (販売会社) （17） （0.168） 交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 
 (受託会社) （1） （0.007） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価
売買委託手数料 20  0.203  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
 (投資信託証券) （20） （0.203） 売買委託手数料は、外国投資信託証券の売却時にかかる信託財産留保額 
有価証券取引税 －  －  有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
   有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 
その他費用 －  －  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
合  計 42円 0.426％ 

(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
また、各項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

(注2) 比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
(注3) 各項目の費用は、このファンドが組入れている外国籍投資信託証券が支払った費用を含みません。 

 
◆売買および取引の状況 (2018年6月12日～2018年8月31日) 
 
【投資信託証券】 
 

銘    柄    名 
買   付 売   付 

口  数 金  額 口  数 金  額

国 
内 

  千口 千円 千口 千円

 パインブリッジ・シニア・セキュアード・ロ ー ン ・ サ ブ ・ ト ラ ス ト 1 12,726 11,487 1,051,379 950,431

(注1) 金額は受渡代金。 
(注2) 単位未満は切捨て。 
 
【親投資信託受益証券の設定、解約状況】 
 

 
設   定 解   約 

口  数 金  額 口  数 金  額 

 千口 千円 千口 千円
短 期 債 マ ザ ー フ ァ ン ド － － 1,464 1,493
(注) 単位未満は切捨て。 
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◆利害関係人との取引状況等 (2018年6月12日～2018年8月31日) 
 
当作成期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 
◆組入資産の明細 (2018年8月31日現在) 
 
償還日現在における有価証券等の組入れはありません。 
 
◆投資信託財産の構成 (2018年8月31日現在) 
 

項    目 当作成期末（償還時） 
評 価 額 比 率

 千円 ％
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 930,753 100.0
投 資 信 託 財 産 総 額 930,753 100.0

(注) 評価額の単位未満は切捨て。 
 

◆資産、負債、元本および償還価額の状況 
 

(2018年8月31日現在) 
 

項     目 第12期末(償還時) 
   円
(A) 資 産  930,753,023 
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  930,753,023 
(B) 負 債  2,079,918 
 未 払 信 託 報 酬  2,076,093 
 未 払 利 息  3,825 
(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  928,673,105 
 元 本  931,092,977 
 償 還 差 損 金 △ 2,419,872 
(D) 受 益 権 総 口 数  931,092,977口
 1万口当たり償還価額(C/D)  9,974円01銭

＜注記事項＞  
設定年月日 2015年8月14日
設定元本額 2,522,385,588円
  第12期
 期首元本額  963,416,399円
 元本残存率  36.9％
 1口当たり純資産額  0.997401円
 償還差損金  2,419,872円

◆損益の状況 
 

(2018年6月12日～2018年8月31日) 
 

項     目 第12期 
  円

(A) 配 当 等 収 益   11,469,656
受 取 配 当 金   11,487,077
支 払 利 息  △     17,421

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 14,019,877
売 買 益   14,543,381
売 買 損  △ 28,563,258

(C) 信 託 報 酬 等  △  2,097,970
(D) 当期損益金 ( A + B + C )  △  4,648,191
(E) 前 期 繰 越 損 益 金   2,248,363
(F) 解 約 差 損 益 金  △     20,044

償還差損金 ( D + E + F )  △  2,419,872
(注1) (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
(注2) (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約

価額を差し引いた差額分をいいます。
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◆投資信託財産運用総括表 
 
信 託 期 間      

投資信託契約締結日 2015年8月14日 投資信託契約終了時の状況 
投資信託契約終了日 2018年8月31日 資 産 総 額      930,753,023円

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 負 債 総 額      2,079,918円

受益権口数 2,522,385,588口 931,092,977口 △1,591,292,611口
純資産総額 928,673,105円
受益権口数 931,092,977口

元 本 額 2,522,385,588円 931,092,977円 △1,591,292,611円 1万口当たり償還金 9,974.01円

 
◆毎計算期末の状況 
 
計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 

1万口当たり分配金 
金 額 分配率 

第 1期 2,505,255,593円 2,398,837,848円 9,575円 45 円 0.4500％
第 2期 1,970,734,766 1,841,192,780 9,343 45  0.4500 
第 3期 1,879,548,550 1,825,537,947 9,713 45  0.4500 
第 4期 1,809,065,154 1,780,648,259 9,843 10  0.1000 
第 5期 1,404,288,543 1,396,462,864 9,944 10  0.1000 
第 6期 1,368,700,804 1,374,337,457 10,041 10  0.1000 
第 7期 1,321,118,565 1,327,729,320 10,050 10  0.1000 
第 8期 1,175,694,894 1,181,447,671 10,049 10  0.1000 
第 9期 1,096,849,075 1,105,120,923 10,075 10  0.1000 
第10期 992,069,106 999,552,150 10,075 10  0.1000 
第11期 963,416,399 965,664,762 10,023 10  0.1000 

信託期間中1万口当たり総収益金及び年平均収益率 189.01 円 0.6198％

 
◆償還金のお知らせ 
 

1万口当たり償還金（税込） 9,974円01銭 
 
◇償還金は償還日から起算して、5営業日までにお支払いを開始いたします。 
◇償還金に対する税金は次のとおりです。 
個人の受益者の場合は、償還時の差益については申告分離課税が適用され、20.315％（所得税15％、復興
特別所得税0.315％、地方税5％）の税率となります。 
法人の受益者の場合は、償還時の元本超過額について15.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％）
の率による源泉徴収が行われます。 
※税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になる場合があります。 
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＜参考情報＞ 
◆パインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1の運用状況 

(計算期間：2017年3月1日～2018年2月28日) 
 
直近入手可能な2018年2月28日現在の概要を、以下のとおりご報告いたします。 
 

種類・項目 
パインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1 
ケイマン籍外国投資信託（円建て） 

運用の基本方針 

 

基本方針 主として米国企業向けバンクローンに投資を行い、安定的なインカムゲインの確保
と信託財産の成長を目指します。 

投資態度 

主として米国の投資適格未満（BBB格未満）の企業向け担保付バンクローンに投資を
行います。また、国債、政府機関債、地方債、社債および米国企業向け以外のバンク
ローンに投資を行う場合があります。 
実質組入れの外貨建て資産については、為替変動リスクを回避するため、原則として
為替ヘッジを行います。 

ファンドにかかる費用 

 

信託報酬 日々の純資産総額に対し、年率0.60％（国内における消費税等はかかりません）
が投資顧問会社に支払われます。 

申込手数料 ファンドで買い付ける場合は不要です。 
信託財産留保額 0.20％ 

その他の費用 監査費用、弁護士費用、有価証券売買時の売買委託手数料、ファンドの設定に関する
費用等がかかります。 

その他 
 投資顧問会社 パインブリッジ・インベストメンツ・エルエルシー 
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パインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1 
※以下は、「パインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・サブ・トラスト1」が主要投資対象とする「パインブリッジ・シニア・セキュ
アード・ローン・ファンド Ltd.」の情報を記載しています。 

 

パインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・ファンド Ltd. 
◆損益計算書 (2017年3月1日～2018年2月28日) 
 

投資収益  (単位：米国ドル) 
 受取利息 17,091,220  
 その他利息 220,929  
投資収益合計 17,312,149  
   
営業費用   
 運用報酬 1,537,957  
 事務費用 387,029  
 カストディー報酬 320,962  
 その他費用 348,741  
営業費用合計 2,594,689  
   
正味投資収益 14,717,460  
  
投資の正味実現利益及び未実現利益  
 投資の正味実現利益 199,066  
 投資の正味未実現利益 (482,324) 
 投資の実現利益及び未実現利益の合計 (283,258) 
   
営業活動による純資産の純増 14,434,202  
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パインブリッジ・シニア・セキュアード・ローン・ファンド Ltd. 
◆組入資産の明細 (2018年2月28日現在) 
 
直近の組入資産(現地日付2018年2月28日)の内容は以下のとおりです。 

 
額面

(米国ドル)
評価額 
(米国ドル)  
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額面
(米国ドル)

評価額 
(米国ドル)  
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額面
(米国ドル)

評価額 
(米国ドル)  
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短期債マザーファンド 
運用報告書《第16期》 

 
決算日 2018年3月29日 

(計算期間：2017年3月30日～2018年3月29日) 
 

受益者のみなさまへ 
 

｢短期債マザーファンド｣は、2018年3月29日に第16期の決算を行いました。 
以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第16期の運用状況をご報告申し上げます。 
 
 
当マザーファンドの仕組みは次のとおりです。  

運 用 方 針 

 ① 6ヵ月円LIBOR(London Inter-Bank Offered Rateの略。ロンドンのユー
ロ市場における銀行間取引金利)をベンチマークとし、これを上回る投資
成果を目指します。 

② 公社債への投資にあたっては、残存期間1年以内の短期債を中心に投資
し、流動性に配慮しながらインカム・ゲインを中心とした安定収益の確保
に努めます。なお、変動利付債の残存期間については、1年以内に限るも
のではありません。 

③ 外貨建て公社債等への投資に伴う為替変動リスクについては、対日本円で
の為替フルヘッジを基本とし、為替変動リスクを極力排除するよう努めま
す。 

主要運用対象 
 内外の公社債、内外のコマーシャル・ペーパーおよび外国法人が発行する譲渡
性預金証書を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

 ① 株式への投資は行いません。 
② 外貨建て資産への投資割合は、信託財産の純資産総額の50％以下としま
す。 
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◆最近5期の運用実績 
 

決  算  期 
基 準 価 額 <ベンチマーク> 

6ヵ月LIBOR 債  券 
組入比率 

純資産 
総 額 

 期 中 
騰落率  前 期末比

 円 ％ ％ ％ 百万円
第12期(2014年3月31日) 10,221 0.1 0.18643 △0.07071 98.9 1,759
第13期(2015年3月30日) 10,226 0.0 0.13929 △0.04714 98.5 1,438
第14期(2016年3月29日) 10,232 0.1 0.02293 △0.11636 96.9 1,022
第15期(2017年3月29日) 10,217 △0.1 0.04214 0.01921 53.8 18
第16期(2018年3月29日) 10,203 △0.1 0.02317 △0.01897 79.4 12

 

◆当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 <ベンチマーク> 

6ヵ月LIBOR 債  券 
組入比率 

 騰落率 前月末比 
(期 首) 円 ％ ％ ％

2017年3月29日 10,217 － 0.04214 － 53.8
3月末 10,216 △0.0 0.04193 △0.00021 53.8
4月末 10,213 △0.0 0.02429 △0.01764 53.8
5月末 10,212 △0.0 0.02300 △0.00129 53.8
6月末 10,211 △0.1 0.02000 △0.00300 53.8
7月末 10,210 △0.1 0.00886 △0.01114 53.8
8月末 10,209 △0.1 △0.00743 △0.01629 53.7
9月末 10,208 △0.1 △0.00893 △0.00150 53.9
10月末 10,208 △0.1 △0.00086 0.00807 53.9
11月末 10,207 △0.1 0.01650 0.01736 53.9
12月末 10,205 △0.1 0.02150 0.00500 53.9

2018年1月末 10,205 △0.1 0.01517 △0.00633 56.9
2月末 10,204 △0.1 0.00700 △0.00817 79.4
(期 末)  

2018年3月29日 10,203 △0.1 0.02317 0.01617 79.4
(注1) 騰落率は期首比です。 
(注2) 前月末比は前月末との騰落幅です。ただし、2017年3月末は期首との比較です。 
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投資環境 (2017年3月30日～2018年3月29日)

 
3ヵ月短期国債は3月末に、マイナス0.2％近辺でスタートした後、日銀の国債買入オペ減額など
需給の軟化を背景に、金利は上昇基調で推移しました。年央にかけては、一時的にはマイナス
0.1％を上回る水準まで金利が上昇する局面もありました。その後、海外投資家の買いなどに
支えられて、11月にはマイナス0.3％近辺まで金利が低下しました。その後は日銀がオペ金額を
減少したこともあり、金利が上昇に転じました。12月以降は海外投資家の需要がサポートとなり、
概ねマイナス0.1％からマイナス0.2％のレンジで推移しました。 

 
 
運用経過 (2017年3月30日～2018年3月29日)

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
当ファンドは、3月末時点では残存1年未満の国債で運用を行っています。 
その結果、期首10,217円でスタートした基準価額は10,203円で期末を迎え騰落率はマイナス
0.1％となりました。一方、当マザーファンドがベンチマークとしている6ヵ月LIBORは、
0.01897％低下し期末には0.02317％となりました。 

 
 
今後の市況見通しと運用方針 

 
資産の安全性、流動性を重視するという当ファンドの目標に変化はないことから、短期ゾーンの
国債による運用を維持していく方針です。今後も、日銀のイールドカーブ・コントロールによる
金融緩和の継続が予想され、また内外投資家による短期国債に対する需要は底堅いことから、
短期国債金利はマイナスの水準が継続することが予想されます。したがって、当面は残存1年未満の
短期債の保有という、現状の運用を維持する方針です。 
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◆1万口(元本10,000円)当たりの費用明細 (2017年3月30日～2018年3月29日) 
 

項  目 
第16期 

(2017.3.30～2018.3.29) 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

   期中の平均基準価額は10,209円です。
その他費用 0円 0.000％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
 (その他) （0） （0.000） 
合  計 0円 0.000％ 

(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
また、各項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

(注2) 比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 
◆売買および取引の状況 (2017年3月30日～2018年3月29日) 
 
【公社債】 
 

    買 付 額 売 付 額 
    千円 千円

 国 内 国 債 証 券 10,042 10,000
(注1) 金額は受渡代金。(経過利子分は含まれていません。) 
(注2) 単位未満は切捨て。 

 
◆利害関係人との取引状況等 (2017年3月30日～2018年3月29日) 
 
当期における利害関係人との取引等はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 
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◆組入資産の明細 (2018年3月29日現在) 
 
【国内(邦貨建)公社債(種類別)】 
 

区    分 額面金額 評価額 組入比率 う ち B B 格
以下組入比率

残存期間別組入比率 

5年以上 2年以上 2年未満

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 10,000 10,011 79.4 － － － 79.4
(注1) 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
(注2) 額面・評価額の単位未満は切捨て。 
(注3) －印は組入れなし。 
(注4) 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
(注5) 残存期間が1年以内の公社債は原則としてアキュムレーションまたはアモチゼーションにより評価しています。 
 
【国内(邦貨建)公社債(銘柄別)】 
 

銘   柄   名 利 率 額面金額 評価額 償還年月日 

(国債証券) ％ 千円 千円 

第112回利付国債(5年) 0.4 10,000 10,011 2018/06/20

合 計 10,000 10,011 
(注) 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

 
◆投資信託財産の構成 (2018年3月29日現在) 
 

項    目 
当  期  末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 
公 社 債 10,011 79.4 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 2,605 20.6 

投 資 信 託 財 産 総 額 12,616 100.0 
(注) 評価額の単位未満は切捨て。 
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◆資産、負債、元本および基準価額の状況 
 

(2018年3月29日現在) 
 

項     目 当  期  末 

   円

(A) 資 産  12,616,938 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  2,594,447 

 公 社 債 ( 評 価 額 )  10,011,700 

 未 収 利 息  10,791 

(B) 負 債  11 

 未 払 利 息  3 

 そ の 他 未 払 費 用  8 

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  12,616,927 

 元 本  12,366,331 

 次 期 繰 越 損 益 金  250,596 

(D) 受 益 権 総 口 数  12,366,331口

 1万口当たり基準価額(C/D)  10,203円
<注記事項> 
 期首元本額 18,225,467円 
 期中追加設定元本額 9,796円 
 期中一部解約元本額 5,868,932円 
 1口当たり純資産額 1.0203円 
 期末における元本の内訳  
  パインブリッジ現地通貨建て新成長国債インカムオープン<毎月分配型> 
   4,830,909円 
  パインブリッジ・バンクローン・ファンド２０１５－１１ 
   2,932,839円 
  パインブリッジ・バンクローン・ファンド２０１５－０８ 
   1,464,359円 
  パインブリッジ・バンクローン・ファンド２０１５－０４ 
   2,444,032円 
  パインブリッジ・バンクローン・ファンド２０１５－０９ 
   684,396円 
  パインブリッジ世界モート株式ファンド 
   9,796円 

◆損益の状況 
 

(2017年3月30日～2018年3月29日) 
 

項     目 当     期 

   円

(A) 配 当 等 収 益   26,743 

受 取 利 息   30,688 

支 払 利 息  △ 3,945 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 52,900 

売 買 損  △ 52,900 

(C) 信 託 報 酬 等  △ 8 

(D) 当期損益金 ( A + B + C )  △ 26,165 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金   396,381 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金   204 

(G) 解 約 差 損 益 金  △ 119,824 

(H) 計 ( D + E + F + G )   250,596 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( H )   250,596 
(注1) (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。 
(注2) (C)信託報酬等は、無利息金銭信託の手数料等のことです。 
(注3) (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
(注4) (G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約

価額を差し引いた差額分をいいます。 

 


